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１．受 検 案 内

（1）自動車検査手引き

１．新規検査（新規登録の際受ける検査）及び予備検査

（1）	 新規登録、検査申請書

（2）	 手数料納付書

（3）	 検査票

（4）	 点検整備記録簿

（5）	 登録識別情報等通知書または自動車検査証返納証明書（中古車）

（6）	 その他

（ア）タンク証明書（爆発性液体を輸送するタンク車のみ）

（イ）	 改造自動車等審査結果通知書（改造自動車のみ）

（ウ）	 けん引重量計算書（セミトレーラーをけん引する車両のみ）

（エ）	 自動車通関証明書（輸入自動車のみ）

（オ）	 ＬＰガス等燃料装置検査成績表（ＬＰガス車・ＣＮＧ車）

（カ）自重計技術基準適合証（土砂等を運搬する大型ダンプ車のみ）

２．構造等変更検査（車両の長さ、巾、高さ「注」、乗車定員、積載量、車体の形状、原動機の型式、燃料

の種類、自家用・事業用の別、用途、被けん引車にあっては、けん引車の車名又は型式等を変更するとき）

（注：自動車部品を装着した場合の構造等変更検査時等における取扱いについて（依命通達）による

取扱いで構造変更に該当しない場合を除く。）

（1）	 自動車検査証記入申請書

（2）	 手数料納付書

（3）	 検査票

（4）	 自動車重量税納付書

（5）	 自動車検査証

（6）	 自動車損害賠償責任保険証明書

（7）	 点検整備記録簿

（8）	 自動車税等の滞納のないことを証するに足る書面（納税証明書）ただし、二輪自動車は除く

（9）	 その他必要書類

（ア）	 タンク証明書（爆発性液体を輸送するタンク車のみ）

（イ）	 改造自動車等審査結果通知書（改造自動車のみ）

（ウ）	 ＬＰガス等燃料装置検査成績表（ＬＰガス車・ＣＮＧ車）

（エ）	 自重計技術基準適合証（土砂等を運搬する大型ダンプ車のみ）

３．継続検査

（1）	 継続検査申請書

（2）	 検査票（右欄に手数料印紙貼付）
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（3）保安基準適合証（指定整備の場合）

（4）自動車検査証

（5）自動車損害賠償責任保険証明書

（6）点検整備記録簿

（7）自動車税等の滞納のないことを証するに足る書面（納税証明書）

（8）自動車重量税納付書（検査証に有効期間を記入する時点に提出する）

（9）その他必要書類

（ア）	 ＬＰガス等燃料装置検査成績表（ＬＰガス車・ＣＮＧ車）

（イ）	 自重計技術基準適合証（土砂等を運搬する大型ダンプ車のみ）

４．再検査の取扱い

（1）	 検査当日の取扱い ( 再入場 )

①　概要

国から審査依頼があった日の審査時間内に限り、初回の入場を含めて３回まで（すなわち、再入場

は２回まで）に制限されます。

これにより、当日の審査時間内かつ制限回数内に合格しない場合には、限定自動車検査証の交付を

受ける等により、改めて検査申請を行うことが必要となります。

②　カウント方法

継続検査の場合は、保安コースなどに入場した回数をカウントします。

新規検査・予備検査又は構造等変更検査で諸元測定を伴う場合は、計測コース及び保安検査コース

に入場した回数を計測コース又は保安コースの別毎にカウントします。（すなわち、計測コースに３回

まで、保安コースに３回までの入場が可能となります。）

（2）検査日の翌日以降の取扱い

①　有効な限定検査証の交付を受けている場合は、限定検査証に記載された不適合箇所を審査します。

②　新車、構造等変更検査など限定検査証の交付を受けられない場合は、初めての申請と同じ扱いにな

り、全ての審査項目を再度審査します。

＊いずれの場合も必ず国の窓口で受付を済ませてから、検査コースに入場して下さい。
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(2)　自動車検査証の有効期間の取扱いについて

１．検査証の有効期間の満了する２カ月前の日

（例）

検査証の有効期間の満了する日 検査証の有効期間の満了する日の２カ月前の日

１月30日及び31日 11月30日

２月１日 12月１日

２月15日 12月15日

２月29日 12月29日

４月28日 ２月28日

４月29日及び30日 ２月28日（閏年にあっては29日）s

９月30日 ７月30日

○注意事項

自動車検査証の有効期間は満了する日から２カ月を越えて残っている場合申請日当日から起算さ

れ、有効期間は短縮されますので、検査前に確認して下さい。
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(3)　自動車検査関係のお問合せ電話番号の変更について
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○大阪運輸支局
〒 572-0846

寝屋川市高宮栄町１２－１

	 TEL ０５０（５５４０）２０５８
※登録案内でオペレータにつなぎたい場合は音声ガイダン

スが流れた後に０３７とプッシュしてください。

振興会予約コーナー

	 TEL ０６（６６１３）１２３４

○独立行政法人自動車技術総合機構
（検査課）

	 TEL ０７２（８１２）１８１８
※保安基準に係る適合性・並行輸入車・改造自動車等届出

書の取扱いについては、上記連絡先にお問い合わせくだ
さい。

大阪運輸支局付近案内図

寝屋川
警察署

大 阪 電 気
通 信 大 学

寝屋川高校

府道枚方交野寝屋川線

市民
会館

中　　央
小 学 校

第一
中学校

〒

市
役
所

寝
屋
川
市
駅

京
阪
電
鉄

至

　三
条

至

　淀
屋
橋

府
道
八
尾
枚
方
線

大阪
運輸支局

ＮＴＴ

ＮＴＴ

大
阪
外
環
状
線

(4)　管内運輸支局・事務所等連絡先及び付近案内図

○大阪運輸支局 和泉自動車検査登録事務所
〒 594-0011

和泉市上代町官有地

	 TEL ０５０（５５４０）２０６０
※登録案内でオペレータにつなぎたい場合は音声ガイダン

スが流れた後に０３７とプッシュしてください。

振興会予約コーナー

	 TEL ０６（６６１３）１２３４

○独立行政法人自動車技術総合機構
和泉事務所

	 TEL ０７２５（４６）６９６９
※保安基準に係る適合性・並行輸入車・改造自動車等届出

書の取扱いについては、上記連絡先にお問い合わせくだ
さい。

大阪運輸支局
和泉自動車検査登録事務所付近案内図

大阪運輸支局
和泉自動車検査
登 録 事 務 所

軽自動車検査
協会和泉支所
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○大阪運輸支局 なにわ自動車検査登録事務所
〒 559-0031

大阪市住之江区南港東３－１－１４

	 TEL ０５０（５５４０）２０５９
※登録案内でオペレータにつなぎたい場合は音声ガイダン

スが流れた後に０３７とプッシュしてください。

振興会予約コーナー

	 TEL ０６（６６１３）１２３４

○独立行政法人自動車技術総合機構
なにわ事務所

	 TEL ０６（６６１２）８０６０
※保安基準に係る適合性・並行輸入車・改造自動車等届出

書の取扱いについては、上記連絡先にお問い合わせくだ
さい。

大阪運輸支局
なにわ自動車検査登録事務所付近案内図

住之江競艇場

住之江公園駅（四つ橋線）

ニュートラム
（南港ポートタウン線）

南港南出入口
大阪南港

フェリー
ターミナル駅

高
速
湾
岸
線

平林大橋

南港北出入口

阪神高速湾岸線

大阪運輸支局

なにわ自動車検査登録事務所

南港口駅

南港大橋

至神戸 東海道本線

至新大阪

西梅田
梅田

至京都

淀屋橋 京阪電車

近畿日本鉄道難波

大国町

至
天
王
寺

御
堂
筋
線

地
下
鉄

大
阪
臨
海
線

地
下
鉄
四
つ
橋
線

大阪
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○京都運輸支局
〒 612-8418

京都市伏見区竹田向代町３７

	 TEL ０５０( ５５４０) ２０６１
※登録案内でオペレータにつなぎたい場合は音声ガイダン

スが流れた後に０３７とプッシュしてください。

振興会予約コーナー

	 TEL ０７５（６７２）６３８１

○独立行政法人自動車技術総合機構
京都事務所

	 TEL ０７５（６８１）８５９５
※保安基準に係る適合性・並行輸入車・改造自動車等届出

書の取扱いについては、上記連絡先にお問い合わせくだ
さい。

京都運輸支局付近案内図

京 都 駅

京都南インター

至大阪 ＪＲ

東寺

九条通り

十条通り

十条

東寺

中央信用金庫

至向日市 久世橋通り

ＧＳ

（全車一方通行）

いすゞ自動車近畿

京都拘置所

（大型車
一方通行）

竹田久保町

名 神 高 速 至名古屋

至大阪 至奈良 至奈良

国
道
一
号
線

近
鉄

上
鳥
羽
口

地
下
鉄

鴨
川

九
条

十
条

国
道
二
四
号
線

油
小
路
通
り

至
大
阪

京都運輸支局

く
い
な
橋

○京都運輸支局　京都南自動車検査場
〒 613-0036

京都府久世郡久御山町大字

田井小字東荒見２７－２

	 TEL ０５０( ５５４０) ２０６２

振興会予約コーナー

	 TEL ０７７４（４４）６９９０

○独立行政法人自動車技術総合機構
京都南事務所

	 TEL ０７７４（４４）７４４０
※保安基準に係る適合性・並行輸入車・改造自動車等届出

書の取扱いについては、上記連絡先にお問い合わせくだ
さい。

京都運輸支局

京都南検査場付近案内図

木津川大橋

久御山淀ＩＣ

久御山ＩＣ
淀大橋

久
御
山
町役

場

府
営
団
地

下津屋口

府道宇治淀線

大久保駅

伊勢田駅

久
御
山
南
Ｉ
Ｃ

ト
ヨ
タ
部
品

　
　京
都
共
販

大
久
保
バ
イ
パ
ス

国
道
一
号
線

木 津 川

宇 治
 川

淀駅

京
阪
電
鉄
本
線

向島駅

久御山
ＪＣＴ

旧
国
道
１
号
線

至
淀
屋
橋

宇
治
川
大
橋

国
道
一
号
線

(

枚
方
バ
イ
パ
ス

）

京滋バイパス

観月橋

小倉駅

巨椋ＩＣ

Ｇ
Ｓ

至
奈
良

国
道
24
号
線

宇治西
ＩＣ

京都運輸支局京都南
自動車検査場

近
鉄

京
都

線
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○神戸運輸監理部　兵庫陸運部
〒 658-0024

神戸市東灘区魚崎浜町３４－２

	 TEL ０５０( ５５４０) ２０６６
※登録案内でオペレータにつなぎたい場合は音声ガイダン

スが流れた後に０３７とプッシュしてください。

振興会予約コーナー

	 TEL ０７８（４５２）６３０６

○独立行政法人自動車技術総合機構
兵庫事務所

	 TEL ０７８（４５３）１８９５
※保安基準に係る適合性・並行輸入車・改造自動車等届出

書の取扱いについては、上記連絡先にお問い合わせくだ
さい。

神戸運輸監理部

兵庫陸運部付近案内図

田中交差点

本 山

御 影 青 木

南
魚
崎

ＪＲ神戸線

国道２号線

阪神電鉄

阪神高速
国道４３号線

魚崎出口（西行）

摩耶インター

神戸製鋼所

六甲アイランド

摩
耶
埠
頭

至三宮

下水処理場

出光ＧＳ

魚崎浜インター

市バス
魚崎車庫

覚浄寺交差点

瀬戸交差点

ＮＴＴ

洋
服
の
青
山

六
甲
ラ
イ
ナ
ー

至大阪

深江出口（東行）
　　入口（西行）

神戸大学海事科学部

魚崎中学校

魚崎車庫前バス停

阪神高速湾岸線

神戸運輸監理部兵庫陸運部

住 吉

○神戸運輸監理部
姫路自動車検査登録事務所

〒 672-8588

姫路市飾磨区中島福路町３３２２

	 TEL ０５０（５５４０）２０６７
※登録案内でオペレータにつなぎたい場合は音声ガイダン

スが流れた後に０３７とプッシュしてください。

振興会予約コーナー

	 TEL ０７９（２３５）０２４７

○独立行政法人自動車技術総合機構
姫路事務所

	 TEL ０７９（２３３）８２６６
※保安基準に係る適合性・並行輸入車・改造自動車等届出

書の取扱いについては、上記連絡先にお問い合わせくだ
さい。

神戸運輸監理部

姫路自動車検査登録事務所付近案内図

飾磨 妻鹿

姫路市街
姫路バイパス

← 

姫
路
駅

播
但
連
絡
道

← 

和
田
山

神戸 →

山陽電鉄

市
　
川

飾磨警察署

姫路南郵便局 ラ・ムー

トヨタカローラ姫路 飾磨

姫路南ランプ 市川ランプ

永世橋

浜中ナット

２５０号線

あ
か
ね
の
湯

APEX SANYO神戸運輸監理部
姫路自動車検査登録事務所

軽自動車検査協会
　　　　姫路支所
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○滋賀運輸支局
〒 524-0104

守山市木浜町２２９８－５

	 TEL ０５０（５５４０）２０６４
※登録案内でオペレータにつなぎたい場合は音声ガイダン

スが流れた後に０３７とプッシュしてください。

振興会予約コーナー

	 TEL ０７７（５８５）７５０８

○独立行政法人自動車技術総合機構
滋賀事務所

	 TEL ０７７（５８５）７２５４
※保安基準に係る適合性・並行輸入車・改造自動車等届出

書の取扱いについては、上記連絡先にお問い合わせくだ
さい。

○奈良運輸支局
〒 639-1037

大和郡山市額田部北町９８１－２

	 TEL ０５０（５５４０）２０６３
※登録案内でオペレータにつなぎたい場合は音声ガイダン

スが流れた後に０３７とプッシュしてください。

振興会予約コーナー

	 TEL ０７４３（５７）６００６

○独立行政法人自動車技術総合機構
奈良事務所

	 TEL ０７４３（５９）２３００
※保安基準に係る適合性・並行輸入車・改造自動車等届出

書の取扱いについては、上記連絡先にお問い合わせくだ
さい。

奈良運輸支局付近案内図

至大阪

第二阪奈道路

至大阪

阪奈道路

大和中央道

最寄駅から徒歩で
近鉄「平端駅」     1.2キロ　約15分
ＪＲ「大和小泉駅」   2キロ　約25分

今国府町 国道25号線

奈良厚生会病院

至大阪

筒井町

至橿原

西名阪自動車道

至天理

至橿原

郡山ＩＣ

横田町

国道
24号線

旧国道
24号線

至天理

至京都 至京都 至京都
イトー
　ヨーカ堂

奈

　良

平

　端

筒

　井

近
鉄
橿
原
線

ＪＲ大和路線

奈良運輸支局

大
和
小
泉

Ｎ

滋賀運輸支局付近案内図

滋賀運輸支局

至近江今津 至近江八幡

琵琶湖大橋
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○和歌山運輸支局
〒 640-8404

和歌山市湊１１０６－４

	 TEL ０５０（５５４０）２０６５
※登録案内でオペレータにつなぎたい場合は音声ガイダン

スが流れた後に０３７とプッシュしてください。

振興会予約コーナー

	 TEL ０７３（４２２）２４６６

○独立行政法人自動車技術総合機構
和歌山事務所

	 TEL ０７３（４２２）２３６６
※保安基準に係る適合性・並行輸入車・改造自動車等届出

書の取扱いについては、上記連絡先にお問い合わせくだ
さい。

和歌山運輸支局付近案内図

市役所

和歌山城
県庁

赤十字病院

和歌山
インター

国道24号線
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運輸支局
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２．事 務 関 係

(1)　車台番号等の打刻部分の修理について
最近、車台番号及び原動機型式の打刻部分を許可なく溶接したり、パッチ当てをしたり、或いは切断す

る向きが非常に多く、これらは車両法第31条によって何人といえども禁止されている。もし無断で違反し

たものには、車両法第107条によって30万円以下の罰金若しくは１年以下の懲役に処し、又は併科するこ

とになっているので、今後は斯の如き違反のないように関係者に周知徹底し、遺憾なきを期せられたい。

なお、許可を得る場合は下記により実施されたい。

記

１．車台番号（含原動機型式）打刻部分修理許可申請書２通（別紙）

２．許可申請書には打刻部分の拓本・写真（車台番号・登録番号、車輛の破損状況等が確認できるもの）

及びその他必要な書類を添付すること。

※許可申請は亀裂、その他修理を必要とする場合に限る。

《参考》道路運送車両法（抜粋）

（打刻の塗まつ等の禁止）

第31条　何人も自動車の車台番号又は原動機型式の打刻を塗まつし、その他車台番号又は原動機の型

式の識別を困難にするような行為をしてはならない。

但し、整備のため特に必要な場合その他やむを得ない場合において国土交通大臣の許可を受け

たときはこの限りではない。

〈参考〉《職権打刻許可手続の例》

打刻部分、破損又は修理が必要

・　事　　業　　者

打刻部分修理許可申請（２通）
現車提示（提示不可能な時は写真による）

・　整　備　部　門

打刻部分修理許可書の交付

・　事　　業　　者

修理、旧打刻部分切断後保存

・　登　録　部　門

変更登録申請（打刻部分修理許可書及び旧打刻部分提出）

・　整　備　部　門

現車提示、打刻

・　登　録　部　門

変更手続完了

（注） ○後日、自動車損害賠償責任保険証明書の車台番号欄の訂正を必要とするときは、変更登録申請ま

でに旧車台番号の登録事項証明書を取っておくこと。
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別紙様式

令和　年　月　日

　

近畿運輸局　　　　運輸支局長　殿

神　戸　運　輸　監　理　部　長　殿

自動車検査登録事務所長　殿

所有者氏名　　　　　　　　　　　　　　　印

事業者氏名　　　　　　　　　　　　　　　印

認証番号

車台番号（含原動機型式）打刻部分修理許可申請書

１．車名

初度登録年　　　　　　　年　　　　　型式

２．登録番号

（車両番号）

３．車台番号

（原動機型式）

４．理由

５．拓本

　本件について許可します。
第　　　　号　令和　 年 　月 　日

近畿運輸局　　　　運輸支局長
神　戸　運　輸　監　理　部　長

自動車検査登録事務所長
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(2)　車台番号等の打刻部分の修理許可について

車台番号及び原動機型式の打刻部分を修理する場合には、運輸支局長等の許可をうけた後、修理するよ

う「車台番号等の打刻部分の修理許可について」の通達により関係者に通知しているが、その手続を下記の

とおり改めたので貴傘下会員に周知方御願いする。

記

１．車台番号（含原動機型式）打刻部分修理許可申請書２通を整備課に提出する。

２．提出した許可申請書のうち１通を支局長（所長）決裁の後許可書として申請者に交付する。

３．修理が完了し、その車両の職権打刻をうけようとする場合には、前に交付した許可書を登録部門に提

出し職権打刻の決裁をうけ、次の書類を検査場に持参して職権打刻をうける。

この場合、原則として旧打刻部分は切り抜いて打刻担当検査官に提出するものとする。

(ｲ) 変更登録申請書

(ﾛ) 自動車検査証記入申請書

(ﾊ) 打刻部分修理許可書

(ﾆ) 職権打刻許可の決裁書

(ﾎ) 自動車検査証

(ﾍ) 委任状

(ﾄ) 部品販売証明書

４．職権打刻が完了した場合には上記書類を登録部門の受付窓口に提出し、自動車登録ファイルを変更し

た後登録部門で自動車検査証を訂正して申請者に返却する。（以下略）

〔参　考〕

職権打刻の取扱いについての業務連絡は次のとおりである。

（ｲ) 新規、継続検査の場合で職権打刻する必要があれば従来通り登録部門において立案し支局長（所長）

決裁をうけた後打刻する。

（ﾛ) ポールトレーラに変更するため職権打刻を要するものは打刻許可申請書２通を提出させその１通に

旧打刻を×印の刻印で抹消した拓本と、新たにポールトレーラとして使用するフレームに※「大大」

の刻印を打刻した拓本を貼付して担当検査官が割印した後返却する。ポールトレーラが完成したと

きは、その申請書を登録部門に提出させ、職権打刻許可の決裁をうけ、検査申請書を添付して職権

打刻するものとする。

（ﾊ) 車枠の変更によって職権打刻を必要とするものは、旧打刻を×印の刻印で抹消した後職権打刻する。

この場合、職権打刻の立案について（イ）の例による。

※　運輸支局名を示す符号であり、この場合は大阪運輸支局を示す。
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３．検 査 関 係
　(1) 検査機器による検査基準（抜粋）

制 動 力（保安基準第12条、細目告示第93条、第171条　審査事務規程9-3）

走行用前照灯（保安基準第32条　細目告示第42条、第120条、第198条　審査事務規程9-8）

１ｍ以下

１ｍ超え
カットオフあり すれ違い用前照灯の中心高さ

カットオフラインが確認できないもの等

左 23cm 下 11cmの測定点で

１灯につき 6,400cd 以上
下欄◎の範囲内の最高光度点で

光　

度

光
軸
の
範
囲

項　　　　　目 判　定　基　準

2cm ～ 15cm

27cm27cm
中心線

水平線

7cm ～ 20cm

27cm27cm
中心線

水平線

中心線

水平線

右左

１ｍ以下

１ｍ超え

前方 10ｍでエルボー点が

左の　　　にあれば適合

最高光度点が左の
いずれかの　　　に　　　
あれば適合

すれ違い用前照灯（保安基準第32条　細目告示第42条、第120条、第198条　審査事務規程9-8）

検査機器による検査基準（抜粋）

すれ違い用前照灯が同時に点灯しないもの

すれ違い用前照灯が同時に点灯するもの　

12,000cd 未満の場合はすれ違い用前照灯との合計

主走行ビーム

12,000cd 未満の場合は他の走行ビームとの合計　

　　　　　　１５,０００cd 以上

　　　　　　１２,０００cd 以上

　　　　　　１５,０００cd 以上

　　　　　　１２,０００cd 以上

　　　　　　１５,０００cd 以上　

光 

　

度

２灯式前照灯

４灯式前照灯

項　　　　　　目 判　定　基　準

左右方向の振れ               ２７ｃｍ以下　

　　　　　　　　 上 方　     １０ｃｍ以下

　　　　　　　　 下 方　 取り付け高さの１／５以下

光
軸
の
範
囲

※最高光度の合計は 430,000cd 以下

制動力の総和

後車輪制動力の和

制動力の和

制動力の総和

制動力の総和

制動力の総和

４.９０Ｎ／㎏（重　量の５０％）以上 ※ＢＣ

※ＢＣ

※Ｂ

※Ｄ

※審査時車両状態 ０.９８Ｎ／㎏（後軸重の１０％）以上

４.９０Ｎ／㎏（軸　重の５０％）以上

車 両 総 重 量 の ３.９２Ｎ／㎏（４０％）以上

０.７８Ｎ／㎏（軸　重の　８％）以下

※審査時車両状態 １.９６Ｎ／㎏（重　量の２０％）以上

  　　　  　　　　

トレーラ

項　　　　目 判   定   基   準

　

和
主
制
動
装
置

一般車両

※Ａ

※審査時車両状態＝空車状態＋５５kg（運転者１名：前軸重に加える）

※Ａ：最高速度８０km/ｈ未満で　車両総重量÷車両重量≦１.２５倍の車両

※Ｂ：前軸の全車輪がロックし計測が困難な場合は、基準に適合するものとみなす。( 全車輪ロック ) の記載要

※Ｃ：ブレーキ・テスタのローラが濡れている時は、３.９２Ｎ／㎏（４０％）以上の基準を適用する。(W)の記載要

※Ｄ：駐車ブレーキの全ての車輪がロックし、計測することが困難な場合は、駐車制動力は基準に適合しているもの

　　 とみなす。(全車輪ロック )の記載要

左右の制動力の差

駐車ブレーキ

分離ブレーキ

サイドスリップ（保安基準第11条　細目告示13条、第91条、第169条　審査事務規程9-2）

項　　　　目

４輪以上の自動車のかじ取車輪の横すべり量 走行１ｍにつき　±５ｍｍ以下は適合

判　定　基　準

下1/5

27cm27cm

中心線

水平線

10cm左右前照灯

最高光度点

の範囲

(前方 10ｍ)

水平方向の振れ

カットオフあり すれ違い用前照灯の中心高さ

1 灯につき

合計が

1灯につき

合計が

(平成10年9月1日以降の製作車）

左 23cm 下 16cmの測定点で

カットオフラインが確認できないもの等

2cm～15cm

27cm27cm
中心線

水平線

7cm～20㎝

27cm27cm
中心線

水平線１ｍ超え

１ｍ以下

◎

◎

◎

※一部例外車両あり

車載式故障診断装置の診断結果（検査用スキャンツール）
（保安基準第11条、第12条、第31条、第43条、第48条　細目告示第91条、第93条、第119条、
　第145条、第150条、第169条、第171条、第197条、第223条、第228条　審査事務規程9-13）

OBD検査結果「結果詳細表示」の内容を確認する

項　　　　目 判　定　基　準

検査結果が「適合」となっているか確認する
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近接排気騒音（保安基準第30条　細目告示第40条、第118条、第196条　審査事務規程9-5）

速 度 計（保安基準第46条　細目告示第148条、第226条　審査事務規程9-11）

項　　　　目 判　定　基　準

指
示
の
誤
差

一般車両                                                                   

二輪、側車付二輪、三輪、

測定車の速度計が

40km/hを指示した時

のテスタの指示値

H18 年 12 月 31 日までの製作車         44.4(-4.4)

H19 年  1 月 1 日以降　　〃　         42.5(-2.5)

H18 年 12 月 31 日まで　　〃  　　　　 44.4

H19 年  1 月 1 日以降　　〃  　       42.5

黒煙・粒子状物質（保安基準第31条　細目告示第41条、第119条、第197条　審査事務規程9-7）

Ｈ９年規制以降 (目視不可 )
Ｈ５年規制前 Ｈ５・６年規制

50% 以下

2.76ｍ-1

2.20ｍ-1

無 .K.N.P.Q

S.U.W.X.Y

　40%以下

 1.62ｍ-1

 1.29ｍ-1

KA.KB

KC.KD

25%以下

 0.80ｍ-1

 0.64ｍ-1

　　　　　　　　　　　　　　Ｈ10 年規制前　　　　　　　　　　　Ｈ10 年規制以降

４サイクル　　       1,200ppm 以下　 1％・300ppm 以下　　（GA・GB を除く 2桁・3桁型式）

　　　　　２サイクル　　4.5％  7,800ppm 以下　　　  

　　　　　特殊エンジン　       3,300ppm 以下←

　　　　　４サイクル　　　　　 1,200ppm 以下　 2％・500ppm 以下　　（2桁・3桁型式）

　　　　　２サイクル　　 7,800ppm 以下

                           Ｈ19 年規制前　　　　　　　　　　　Ｈ19 年規制以降

大型特殊　　　　　　　　　　　　　　　 1％・500ppm以下（EAT、EBT、ELT以降）

　　　　　　　　　　　 　　　　　　       

　　　　　４サイクル　　　　　　　　　　　　 

　　　　　２サイクル　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

排出ガス：一酸化炭素及び炭化水素（保安基準第31条 細目告示第41条、第119条、第197条　審査事務規程9-6）

一般車両

軽自動車                4.5％

小型二輪　　　　　　　　　　　　　　4.5％

29.1 ～

H15年12月31日以前

警 音 器（保安基準第43条　細目告示第141条、第219条　審査事務規程9-10）

車両中心前端から２ｍ、高さ１ｍの位置:２回測定した平均値（補正回路Ｃ特性）

車両中心前端から７ｍ、高さ0.5～1.5ｍの最大音の位置
２回測定した平均値（補正回路Ａ特性）

９０～１１５dB

８７～１１２dB

車両製作時期　　　　　　　　　　　　　測　　定　　方　　法　　　　　　　　　　　判定基準

31.0 ～

(＋9.0)

(＋10.9)
(-4.4)

(-2.5)

 0.50ｍ-1

 0.40ｍ-1

KA ～ KD 以外の

２桁型式及び

３桁型式車

３桁の型式で
１桁目が
F,L,M,R,S

Q,T,Y,2～7

黒煙汚染度

粒子状物質 (ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ値）

粒子状物質 (閾値 )

オパシ認証車・H17 年規制

オパシ認証車
H21・22・26・28・30
規制

Ｈ11年規制

2,000ppm以下 BC

7,800ppm以下 BD

Ｈ19・Ｈ28年規制

3.0％ 1,000ppm     0.5％ 1,000ppm 8BL

Ｒ2年規制H11年規制前

EBL
2BL

車両中心前端から７ｍ、高さ0.5～1.5ｍの最大音の位置
２回測定した平均値（補正回路Ａ特性）

９３～１１２dB

H16年1月1日以降

103dB

　　

　　　

自動車の種別 10年規制前 10年規制 11年規制 12年規制 13年規制 26年規制 28年規制

乗車定員10人以下
の乗用車

定員7人以上

定員6人以下

後部にエンジン

その他

後部にエンジン

その他

103dB

100dB

96dB 96dB 96dB 96dB 96dB

100dB 100dB 100dB 100dB

100dB 100dB 100dB 100dB

96dB 96dB 96dB 96dB

定
員
１
０
人
以
下
の
乗
用
車
を
除
く

総重量3.5トン超で
150kw超

総重量3.5トン超で
150kw以下

全輪駆動車

貨物車

バス

全輪駆動車

貨物車

バス

107dB

105dB

107dB 107dB 107dB 99dB 99dB

99dB 99dB 99dB 99dB 99dB

105dB 105dB
105dB 98dB 98dB

98dB 98dB 98dB

総重量3.5トン以下 1.7トン超

総重量1.7トン以下

103dB
103dB

103dB 103dB 97dB 97dB 97dB
103dB 97dB 97dB 97dB 97dB

軽自動車
上記以外

運転者前方にエンジン
103dB 103dB

97dB 97dB 97dB 97dB

97dB 97dB 97dB103dB

二輪車 小型 99dB 99dB 99dB 99dB 94dB 94dB

車
検
証
の
備
考
欄
に
記
載
の
値

＋５dB

注1
注2

注2　交換用マフラー（社外品）の装着プレート（性能確認済表示）に、近接排気騒音値が表示されていないマフラーに
　　 ついては、表の「自動車の種別」に示す該当車両の平成26年規制の値と自動車検査証備考欄に記載された
　　 「近接排気騒音値＋５デシベル」の値を比較し、どちらか高い方を上限値とし、絶対値規制適用時の方法により
　　 検査を行う。

※　測定方法は審査事務規程別添参照　別添9　絶対値規制適用時　／　別添10　相対値規制適用時

注1　交換用マフラー（社外品）の装着プレート（性能確認済表示）に、近接排気騒音値が表示されているマフラーに
　　 ついては、表示されている「近接排気騒音値＋５デシベル」の値を上限値とし相対値規制適用時の方法により
　　 検査を行う。

特殊エンジン自動車（審査事務規程9-6参照）

大型特殊自動車 110dB 110dB 110dB 110dB 110dB 110dB


